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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学／整形外科学 
キーワード：画像診断 
 
１．研究計画の概要 
①靭帯、筋肉などの軟部組織を含めた運動器
の動きを３次元動画で表現するシステム開
発および靭帯モデル作成プログラム開発 
②病的なキネマティクスを解析 
TFCC 損傷、関節リウマチ、手根不安定症、
肘靭帯損傷例などの上肢骨関節疾患を有す
る患者に対し、十分な informed consent を
得た上で、同様の解析を行い、正常の関節の
動きと比較する。 
 
２．研究の進捗状況 
①関節動画作成プログラムを一般病院でも
使える形に改良中である。また、3 次元的な
解剖学、運動学の教科書の上肢版をほぼ完成
させた。この中で筋肉の動きなどを組み込ま
せるソフトを開発した。 
② 
・関節リウマチ手関節部分固定術後の動きを
解析しその動きがダーツスロー運動という
生理的運動であることを証明した。これによ
りこの手術の正当性が証明された。 
・正常距骨下関節の 3次元動作解析を行った。
足関節の 1．底背屈２．うち返し外返し運動
において踵骨が距骨に対してどのように動
くかを解析したところ、いずれの運動でも回
転軸の位置がほとんど変わらないことから
この関節は本質的に一軸性関節であること
が判明した。 
・解剖標本から手指 MP 関節の側副靭帯、副
靭帯の屈曲における長さ変化を 3次元的に調
査した。その結果、側副靭帯は屈曲するにつ
れ長くなるが、副靭帯はほぼ等尺性であるこ
とが分かった。このことから MP 関節伸展位
において掌側亜脱臼を制動しているのは副

靭帯であることが判明した。リウマチでは
MP 関節掌側脱臼、尺側偏移が問題となるが、
今回の結果から橈側副靭帯再建術が有効で
あることを示唆された。 
・前腕遠位骨間膜の解剖学研究および回内外
における長さ変化を調査した。その結果、４
０％にdistal oblique bundleと呼ばれる等尺
性靭帯線維が存在し、遠位橈尺関節の安定性
に重要な役割をしていることが示唆された。 
・橈骨遠位端骨折変形治癒の 3 次元変形を解
析した。このデータをもとに正確な矯正骨切
ができるようになった。 
・TFCC の尺骨手根靭帯の手関節運動におけ
る動態を調査し手関節背屈強制が小窩部断
裂の受傷機転であることが示唆されたた事
から、小窩部断裂に対する新しい手術法を考
案し報告した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
本システムを用いた研究は英文論文７編で、
学術的に評価されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
教材として臨床に実用化させること、および
病的関節の病態をさらに解明していく。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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